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    【野田村役場防災担当の説明を聞く】 

ウ 事後指導 

   ①防災さんぽ「地域から学ぶ①」 

    復興教育副読本（Ｐ６３）を参考にして、「防

災まっぷ」をつくるための「防災さんぽ」を行

った。地域の方の協力を得て、各地区の過去に

災害があった場所、危険が予測できる場所、安

全に関わって整備して欲しい場所を確認した。 

 

 

 

 

      

       【地域の方との防災さんぽ】 

 

         

 

 

 

     【忘れないようにその場ですぐメモ】 

   ②防災まっぷづくり「地域から学ぶ②」 

    防災さんぽで確かめてきたことを付箋で、ピ

ンクは危険箇所、過去に災害があった場所、イ

エロ－は危険を予想した場所、ブルーは「～が

あれば安心」と思う場所に色分けをして地図に

表した。自分の目で確かめてきたことにより、

児童の防災意識が高まった。 

 

 

 

 

 

   【地域の方の意見も聞きながらまっぷづくり】 

 

 

 

 

 

 

        【防災まっぷの交流】 

 

    

 

 

 

 

 

    

        【完成した防災まっぷ】 

    

    

 

 

 

    【学習を振り返り意識の変化を確認する】 

   ③作品交流「学びを広げる」 

    大野地区の小学校４校で交流し、震災に対   

する感じ方や考え方の幅を広げる活動を行っ 

た。 
 

 

 

 

 

 

      【他校のまとめを見る児童】 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１） 保護者をゲストティーチャーに迎え、震災当  
   時の話を聞くことで、遠かった震災が、自分た 
   ちの身近で起こっていたものとして捉えること 
   ができた。 
（２） 三鉄の方、津波語り部、野田村防災担当者か 
   ら話を聞いたり、実際に被害を受けた場所や現 
   在の様子を見学したりすることで、震災の被害 
   や復興の様子を知ることができた。 
（３） 防災まっぷづくりを通して、安全だと思って 
   いた学区内で過去に起きた自然災害を知ったり、 
   予想される危険などを考えたりして、防災に対 
   する意識を高めることができた。 
２ 課題 

（１） 震災の記憶が薄い、若しくは無い児童が増加 
   していく中の復興教育のあり方を本校の実態を 
   もとに検討していくこと。 
（２） 防災まっぷづくりで得た人的・物的財産を活 
   用、発展させていくこと。 


